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令
和
に
な
っ
て
初
め
て

の
修
学
旅
行
。
３
年
生
は
、

岐
阜
県
郡
上
方
面
に
、
１４

日
（
火
）
バ
ス
で
出
発
し
ま

し
た
。 

初
日
は
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
、
そ

の
後
、
農
家
で
民
泊
体
験
。
そ
れ
ぞ
れ
の

農
家
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

し
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
再

集
合
後
、
ひ
る
が
の
高
原
で
、

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
体
験
。
そ
し
て
、
学

年
全
体
で
同
じ
宿
舎
に
泊
ま

っ
て
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
。
３
日
目
は
、
「
牧
歌
の
里
」
の

散
策
や
郡
上
八
幡
の
街
並
み
を
散
策
し
て
、
１６
日
帰
阪
し

ま
し
た
。
民
泊
で
の
人
と
の
触
れ
合
い
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
で
自
然
を
楽
し
ん
だ
り
、
牧
歌
の
里
や
郡
上

八
幡
で
の
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
深
め
ま
し
た
。
大
阪

で
は
、
体
験
で
き
な
い
こ
と 

 

   

ば
か
り
の
連
続
で
、

３
年
生
は
戸
惑
い

な
が
ら
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

進
路
な
ど
で
苦
し

く
な
っ
た
時
、
楽
し

い
と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
た
な
か
ま
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

と
も
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
学
年
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

 
２
年
生
は
、
神
戸
に
あ
る
施
設
「
ソ
ラ
カ
ケ
ル
」
に
行
き
、

自
然
豊
富
な
中
で
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
集
団
で
活
動
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
地
上
で
行
う
ロ
ー
エ

レ
メ
ン
ト
と
高
所
で
の
ハ
イ
エ
レ
メ
ン
ト
を
体
験
し
ま
し

た
。 

        

１
年
生
は
、
17
日
（
金
）、
18
日
（
土
）、
和
歌
山
県
の 

日
高
少
年
自
然
の
家
で
、
中
学
校
生
活
の

礎
を
築
く
た
め
に
、
仲
間
と
一
泊
を
過
ご

し
ま
し
た
。
17
日
（
金
）
の
朝
、
バ
ス

で
移
動
。
初
日
は
、
午
後
か
ら
、
自
然
の
家
の

目
の
前
の
海
で
の
活
動
で
す
。
ク
ラ
ス
ご
と
に

分
か
れ
て
、
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
磯
遊
び
と

内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
海
で
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
つ
け
、
パ
ド
ル
を
持
っ
て
カ
ヌ
ー
や

カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
ま
す
。
初
め
は
、
パ
ド
ル
の

使
い
方
も
ぎ
こ
ち
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
前

に
は
進
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
間
が
経

つ
と
上
手
に
パ
ド
ル
を
さ
ば
い
て
ス
イ
ス

イ
と
進
む
グ
ル
ー
プ
も
出

て
き
ま
す
。
反
対
に
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
行
き
た

い
方
向
に
進
め
ず
、
苦
労

し
て
い
た
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
仲
間
同

士
で
助
け
合
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
夕
食
、
入
浴
後
、
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

て
、
学
校
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
送
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

受
け
ま
し
た
。
2
日
目
は
、
大
縄
跳
び
の
練
習
も
加
わ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
大
阪
に
は
な
い
自
然
の
中
で
、
友
だ

ち
と
集
団
で
生
活
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
仲
間
の
大
切
さ
、

学
校
生
活
で
必
要
な
基

本
的
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
う
こ

と
が
で
き

ま
し
た
！

さ
あ
、
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！ 

（
堺
市
立
日
高
少
年
自
然
の
家
） 
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年
度
初
め
に
生
徒
会
役
員
、
学
級
役
員
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
認
証
状
を
授
与

し
ま
し
た
。
役
員
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
責

任
を
果
た
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

選
ん
だ
人
た
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
無
関

心
を
装
っ
て
、
協
力
を
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
選
ば
れ
た
」
責
任

と
「
選
ん
だ
」
責
任
が
と
も
に
果
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
良
い
学
校
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
学

校
が
、
学
び
や
す
い
環
境
の
学
校
で
あ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

 

本
年
度
は
、
校
舎
建
て
工
事
の
た
め
、
運
動
場
が

例
年
の
よ
う
に
使
え
ま
せ
ん
。
本
年
度
の
運
動
会
は
、

北
粉
浜
小
学
校
に
お
願
い
を
し
て
、
６
月
８
日
（
土
）

に
小
学
校
を
お
借
り
し
て
、
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
生
徒
会
で
上
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。
「
自
校
の
グ
ラ
ン
ド

と
は
勝
手
が
違
い
ま
す
が
、
運
動
会

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
の
で
、
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

先
月
２７
日
（
土
）
に
Ｈ
３１
（
令
和
元
）

年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
か
れ
、
今
年

度
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
中
山
会

長
を
は
じ
め
役
員
・
実
行
委
員
の
み
な

さ
ま
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
役
員
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
早
速
、
２１
日
（
火
）

に
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
今
後
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

    
 

５
月
１３
日
（
月
）、
４
限
に
体
育
館
で
「
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
る
日
」
と
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
、
生

徒
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
「
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
」
と
い
う
法
律
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律

が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
大
津
市
の
い
じ
め
に
つ
い

て
、
そ
し
て
、「
さ
か
な
ク
ン
」
が
著
し
た
『
さ
か
な
の
な

み
だ
』
と
い
う
絵
本
を
読
ん
で
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
紹

介
し
た
後
、
教
室
で
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
部

を
紹
介
し
、
６
月
号
で
も
一
部
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

                             

いじめている人は、かんたんに忘れてしまう。見えないとことで、

分からないようにいじめる。いじめている人は自分は悪くない、

みんながやっているからって思っていると思う。でも、いじめら

れる人は、心だけじゃなくて脳まで傷ついてしまって、食べたい

とか呼吸したいとかそういう気持ちまでなくなって、死んでしま

う人もいる。いじめた人の中には、ホントは助けてあげたいと思

っていた人もいたかもしれない。でも、自分が助けたら次は自分

まで一緒にいじめられてしまうって、どうしても思ってしまうと

私は、小学生の時、無視をされたり、仲間外れにされたり軽いいじ

めを受けたことがあります。その時は、怖くて自分から人に相談す

ることができませんでした。そんな時、助けてくれたのは、いじめ

を見ていた友達でした。その友達は、心の中では、いじめを止めた

ら、次は自分がいじめられるかもしれないという不安でいっぱいだ

ったそうですが、苦しんでいる友達を見て見ぬふりできないと思い

助けてくれたそうです。あの時、友達が止めてくれなかったら、い

じめは止まらず、どんどんエスカレートしていったのかもしれませ

ん。私がいじめられている人を見かけたとき、こんな体験がなかっ

たら、見て見ぬ振りをしたり、助けるのを迷うかもしれません。で

も、これからはこの体験を活かして、いじめられている人やいじめ

に限らず困っている人がいたら、勇気を出して自分から声をかけて、

その人の支えになれるような人になりたいです。 

（略）、今回の授業で昨年よりいじめに

ついてということを深く考えることが

できました。最初の｢元同級生 賠償命

令｣という新聞の見出しは、私に衝撃を

与えました。いじめで賠償命令はあまり

聞いたことがなかったからです。次々

と、そのいじめの残酷さが分かり、元同

級生に賠償命令が下されても、不思議で

はないなと思いました。しかし、インタ

ーネットの個人ブログに、たくさんの個

人情報が載っていて、インターネットの

怖さというものも同時に覚えました。そ

して、さかなクンも昔、いじめを体験し

ていたというのは私は初耳で驚きまし

た。魚の集団の中の１匹を仲間はずれに

していくという話は驚きました。このよ

うな残酷ないじめがなくならないのは

とても悲しいです。これから、自分がい

じめの防止のためにできることはたく

さんあると思うので、問題に向き合い、

解決できる力をつけるように頑張りま

す。 

私が今回の授業で思った事は、どこまでがいじめといえるかです。

確かに暴力や無視はいじめだし、少しでも嫌な気持ちになったら「い

じめ」といえると思います。でも、自分と性格が合わない人や正直

あまり関わりたくないと思う人もいます。そんな人と距離をとって

しまうことはいじめといえるのかなと思います。ですが、今回の大

津市の事件は本当に犯罪だと思います。多分その子は私が想像でき

ないくらい辛かったんだろうと思います。自殺なんて考える人がい

なくなるようになればいいなと思います。そして、自分は悩んでい

る人がいたら話を聞いてあげたいし、気づける人になりたいです。 

転校する学校は、どんなのかと楽しみだったのに、クラスのみん

なにひどいことをされて、もういやだ、学校に行きたくないと妹

は思ったと思う。つるを折っているのは、つるを折っているとき

だけは、心が落ち着いたのかなと思う。死ぬ前の手紙がとても悲

惨なさけびに思えた。 

修学旅行など校外

での体験学習は無

事５月に済みまし

た。ほとんどの人が

ルールを守り、みん

なで楽しもうとい

う気持ちが表れて

いました。６月に

は、北粉浜小学校で

の運動会が予定さ

れていますが、一中

生としての自覚を

持って、頑張りまし

ょう。 


